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0歳 ア レ ル ギ ー 患児に お け る lgE　RIST ・

好酸球数基準値の 検討
t

一
多変量解析数量化 II類法に よ る

一

東邦大学第二 小児 科

　 加藤済仁

　 O 歳ア レ ル ギー患児94名 に つ い て，IgE　RIST 基準値を 1OIU／ml ，201U／ml ， 601U／ml の 3嬉と仮定

し，各基準値以下，及び以上 の 2 蕃 に 分別 した集団を設定 した．次 に
， 多変量解析数量化 II類法を用 い

，

ア レ ル ギー諸因子 12項 目 （性別，喘鳴 ・ア トピー性皮膚炎の有無，ア レ ル ギー家族歴 ， 好酸球数値，卵

白 ・牛乳 ・大豆 RAST 値 〉に つ い て，各 3群別 の 分別 に 際 す る 影響力を数量化 し，そ の 基準値が適当 で

あ る か を検討 した ．

　各 3群 に 共通 し て 強 い 影響 を与 え た 因子 は卵白及 び D ．f．　RAST 値 の 2因子 で あ っ た．一方101U ／mE

分別群 に 強い 影響を与え た 因子 は 好酸球数値 と ア レ ル ギー家族歴 で あ り．また 601U／ml 分別群 で は 大豆

RAST 値の影響力が著明 で あ り各 3群 間 に 差異が 認 め ら れ た ，

　しか し，同 様に好酸球数値 に つ い て，100／mm3 ，2DO／mmS ， 40 ／MmS の 基準値 を仮 に 設定 し て 検討す

る と，各 3群 に 共通 して，ア レ ル ギ
ー家簇歴 ， 卵白・大 豆 RAST 値な どが分別 に 際 し強 い 影響 を与 え て

い た．し か し 3群 間の 差 は．ほ とんど認 め られ な か っ た．
L
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は じめ に

　諸家
1｝
−8炉に よ り， 乳児期 に お け る IgE　R王ST 値 の 正

常殖 ・異常値 に 関する検討が行われ て きた．しか し，

そ れ ら の 倹討に 際 し て の 問題点 は ，ア レ ル ギ ー疾患の

発症 が 全例乳児期 に お こ るわ け で は な く，発症ま で の

タ イ ム ラ グ が 存在す る こ とで あ る．つ ま り，乳児期 に

発症する ア レ ル ギ ー疾患児 と正常児とを分別 すると共

に ，幼児期以降 に 発症す るで あ ろ うア レ ル ギ ー疾患児

の 予測 とい う、関連性 は あるが異な っ た 2 つ の命題を

一
緒 に 取扱 っ て きた わ け で ある．こ の 問題点 が ，正常，

異常の 境界値の設定を困難 に して い る と考 えられ る．

　そ こ で 我 々 は まず、諸家がそれぞれ に 主張し て い る

0歳児 に お け る IgE　R工ST 基準値か ら，101U／ml ， 20

1U／ml ，601U／ml を仮 の 基準値 と し て選び
， 珊究竝象

を三 つ の 基準饐 に従 っ て ， それぞれ基準値以下，及 び
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Abbreviation8：　D ．f」　Denna 夊plbht　ggoldes　ノ岔厚鷹 ；

RAST 　radioall 〔翼rgosorbent 　test；　RIST 　radio ・

immunosorbent　test

以上 の 2群 に 分別 し，どの 基準値 が最 も適当で あ る か

に つ い て ， 多変量解析法 に て 検討す る こ とに した ．ま

た 好醂 数値に つ い て も，100fmm3，200／mm3 ，　 4e。！

mm3 の 基準値を設定 し，同方法 に て 処理 し， 基準値 と

して の 有用性を検討す る こ とに し た．

対象お よ び方法

　1，対象

　対象は，東邦大学第二 小児科 ア レ ル ギ
ー
外来を，初

診時   歳 に て 訪れ た ア レ ル ギ ー
患児 で ，男児 56名，女

児 SS名， 計94名で ある，呼吸困難を伴 っ た喘鳴を主訴

とす る患考35名，顔面や手足の 屈側部に湿疹を認め た

患児51名，慢性下痢 など他 の ア レ ル ギ
ー

症状を主訴と

する患児 8名 で あ っ た，

　 1年以 上 の 経過観察結果を踏ま え，対象の再検討を

行 っ た と こ ろ，ア ト ピ ー駐皮膚炎を有する患児69名，

喘息児や気管支喘息児など．気道 ア レ ル ギ ー
の み の患

児21名，他 の 7 レ ル ギ ー症状 の み の 患児 4 名 と な っ た．
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　2，方法

　初診時 ， 患児よ り静脈採血 を施行し，IgE　RIST 値，

好酸球数値 ， DenuatoPhagoides　falinae；D ．f．に 対す

る lgE　RAST 値 ， 卵 白 ・牛乳 ・大豆 の 食物抗原 に 対す

る lgE　RAST 値 と lgG4抗 体価 の 計 9項 目を測 定 し

た．な お ，喘息児 は 加療を行 い ，喘鳴消失後採血 を行 っ

た．同時に ， 3親等 まで の ア レ ル ギ ー
疾患 の 有無を中

心 と した 問診 を行 っ た．

　IgE　RIST 値は τadloimmunoassay 　Sephadex 固相

法に て ，IgE　 RAST 値 は paper　 d…sc を 用 い た Phar・

macla 社製 の RAST 法 に て 測定 を行 っ た、　 IgG ，抗体

値は，当教室の 諸井
9 ｝が 報告 し た ご と く ali哲gen は 凍

乾末と して 鳥居薬 品 よ り，peroxidase 標識 mouse 抗

ヒ ト menoclonal 抗体 は ヤ マ サ 醤 滴 よ り 入手 し，　aller ．

gen を物 理 的 吸着法 に よ り 固紹 し た enzyme −linked

immunosorbent 　assay 法 を用 い て 測定した．

　ま た ，デ ータ 処理 は ，IBM 社製5550に社会情報 サ ー

ヒ ス 社製多変量解析 シ ス テ ム ソ フ トを用 い て 行 っ た．

結　果

　 1．目的 変数 6組 に 射 す る レ ソ ジ 率 相対比 の 算出

　IgE　RIST 値が，各 々 10董U ／ml ，201U／ml ，601Ulm1

以下及 び 以上 とする 目的変数 3組 と，好酸球数値が，

各 々　IOG／mm ＃

，200／mm3 ，40G／mm3 以 下 及 び 以 上 とす

る 目的変数 3組，計 6 組 を設定し 、
ア イ テ ム 13項 目を

説 明 変数 と し て， 2 〜5 個 の カ テ ゴ リ
ー1こ分 別 し．多

Table ユ　Item　 and 　category 　i拾t　of　exp ｝anation 　and 　objective 、
・ariables

Item Category

Exp ！anation 　varlables

1）Sex DMaie 2） Female

2）Wheezing 1） （＋ ） 2冫 （
一

）

3）鰡 瀛s
D （＋） 2）（一）

・）講膿 髏 説
1）霊

e 「nal 　　PatemaI
2）
　　side

3）Both　sides4 ）None

5）IgERIST 　　　　　　　（IU〆ml ） 1） Under　IO12 ） 11− 20 3）21− 60 4）Over　61

6）琶靆 ph」le　　 （ノmm
・

） 1）URder　1 0
…
2） 101〜20G3 ）20ト 3GO4 ）301〜4GG5 ）Gver　 401

・）驪含ミ忍、蹇
゜「e

　 （PRU ！・ ・） 1〕Under　O．242 ）O．35− O．693 ）0Ψ er  ．70

・）驪 農
ST 錻 ゜「e

　 （PRU ！mD1 ）Under　O，342 ）0．35− 0．693 ）0 Ψ erO ．7G

・）据飜 畧。

鎚 ゜「e

　 （PRT ／m ・） 1）Under　O．342 ）O．35〜0．693 ）0ΨerO ．70

1。）捻騨
ST

　
sc °「e

　 （PRU ／ml ＞ 1）Under   ．342 ）O．35〜O，693 ）Over　O、70

11）1論、識 認
ytite 「s

（・！・ D 1）Under　252 ）Over　 26

12）臨 綬
鯏 y 瞭

（U ＜m1 ） 1）Under　252 ）Over 　 26

・3）1獅 辭
ly 虹置te「s

（uノ田 D 1）Under　O、32 ）Ove τ 0．4

Obl  tive　variables

　　 Pos韋tive　co 岨 ts　toI）
　　food　aUergen ：王gE

1） 0 2）1− 3

　　 Positive‘ o 岨 臨 of2）
　　food　a11er 臼en ：IgG．

DO 2）ト 3

・）i§髦郷 、器
゜祀

　 （PRU ／・ DDU 目繧erO ，692 ） Over　O，70
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1400 G歳 ア レ ル ギー患 児 の IgE ・好酸球数 基 準値

変量解析数量化 II類を用 い て 検討し た （Table　1），

　 こ の 方 法論 を展 開す るた め に は，次 の 2 条件を満た

す必要 がある．

　 （1） 各説明変数相互間に 独立性が存在 して い る か ど

うか を x2検定に て 検討 しなければ なら な い ．

　 （2）計算し て 求 め た判別 適中率は 75％を越え て い る

泌 要 が あ る．

　 第
一

の 条件 の た め に 多 くの 説明変数を
一

度に検討す

る こ とは で きな い ．そ こ で 我 々 は 2条件 を満た す組み

合わ せ 群を 設定し，か つ 各群 の 中 に 同
一

ア イ テ ム を組

み込む よ うに 処理 し ， そ の ア イ テ ム を基準 と し て相対

的に 多数の ア イ テ ム の 比較検討を可能 とする た め に ，

レ ン ジ率相対比 を算出す る こ と に し た ，

　 種 々 の 検討を加 えた 結果，目的変数が IgE　RIST 値

で あ る 3 組 に つ い て は，以下 の 5群 に 分別す れば 2条

件が満た さ れ る こ と が判明した ．

　 1群 ：性別，ア レ ル ギ ー家族歴 ， 大豆 RAST 値，　 D ．f．

RAST 値．

　II群 ：喘鳴 の 有無 ア レ ル ギ ー家族 歴 ，好酸球数値，

卵 白 IgG4値，牛乳 IgG、 値，大豆 IgG4値．

　 III群 ：性別 1 ア ト ピ ー
性皮膚炎 の 有無 ，

ア レ ル ギ ー

家族 歴 ， 好 酸球 数値，卵 白 IgG4値，大豆 IgG4値，

　IV群 ：性別，ア レ ル ギ ー家族歴，卵白RAST 値 ，
　 D ．f．

RAST 値，卵白 IgG4値 ．

　 V 群 ：性別，ア レ ル ギー家族歴 ， 好酸球数値，牛乳

RAST 値，卵白 IgG毛値 ，大豆 IgG 、値．

　全群 に 組み 込 まれ た 同
一

ア イ テ ム は
，

ア レ ル ギ ー
家

族歴 で あ り， 3 組 5群，計15個 の 判別適中率は 90．4％
〜75．3％ の 範囲 に 収ま っ た．

　同様 に 目的変数が好酸球数値 で あ る 3 組 に っ い て

も，以下 の 5 群に分別すれ ば 2 条件が満た され る こ と

が判明した ．

　 1群 ：性別 ，
ア レ ル ギ

ー
家族歴，大豆 RAST 値，　D．f．

RAST 値．

Relativerange
　ratlO

Ig匚RAS 丁 5co 陀 t。　eg9

whiteO

、50B9 ： 191

19ERAST 　score 　tO
50ybean0

．5538 ：珪5．1
Eo5inophile　count5
“．4745114 ．0

Eo51nophile　 countS

o．4925 ： 13 霍

19ERAST 　score 　to　D．f．
0．4065：1Ll

lgERAST 　5core 　to　D．f．
O．3024；11．4

Eo51nophlle　counts
O．4278 ： Il．3

lo．oFamily　hlstory 。 fF ＆ mlly 　hl5tory 　of Famlly 　hlstory 　ofFamily 　hi5tory　Qf Family 　h 皀5tory 　of

a 圏er 菖icdisease a 醜ergic 　 di5ease a 旧ergicdlsease allergic 　disease allergic 　disoase

0、3674；10．0 o．3391　 10、o 0．3750 ：重O、0 0，2665 ：IO．D o、3773： lo．o
IgG4 　 antibody 　titers

t。 50yb ε an

lgERAST 　5core 　to 　milk

O．3277：8．ア
0，2857：8，4 igG4 　 antlbody 　tlter5

t。 soybean

0．280ア：7．5 19G4 　 antibody 　titer5

to 　soybean

IgG4 　 antibody 　tlter5 七〇 0，2403 ：6．4
eggw 眦 eO ，1630：4．B
wheezin90 ，1426：4，2

lgG4 　 antibody 　tit解 5

IgG4　antib ω y　titer5IgG4 θ ntlbody 　tl弋er5to 　egg 　white 　O．1459：3
to 　eg 菖 white 　O．1264：34to 　egg 　white

Sex　O．0892：2．4 0．0617 ：2．3 Se翼 0．0942：2．5

Sex　O，0539 ： 1．5
lgG4 　 antibody 　tit巳 rs

to　miIk
Atopic 　dermatitis
O．0822：2．2

Sex　O．056B ：2．1

0
0．0621　 1．8

Discriminatbn
ratio

1st　group
86．3％

2nd　group
82．2％

3rd　group
78．1％

4th　group
89．0％

5th　9广oup

83．6％

3，9

Fig，1，　 Standardization　of　range 　ratio 　in　5　groups （Standard　level：IgE　101U／ml ）．
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　　II群 ：喘鳴の 有無 ，
ア レ ル ギ ー

家族 歴，　 IgE　RIST

値，卵白 IgG4値，牛乳 IgG
、値，大豆 IgG、値．

　　ill群 ： ア ト ピ ー
性皮膚炎 の 有無 ， ア レ ル ギ ー家族歴，

IgE　RIST 値，卵白 IgG4値，大豆 IgG
、値．

　　IV群 ：性別，ア レ ル ギ ー家族歴，

RAST 値，卵白 IgG4値 ．

　　V 群 ：性別，ア レ ル ギ ー
家族歴，

白 IgG4値 ， 大豆 IgG4値．

卵 白RAST 値，　D ．f．

牛乳 RAST 値 ， 卵

Relative
「ange 咀 tio

Ig匚RAST 　5。ore 　to　e99

white 　O．6015：26．5

20．0

lgERAS
−
r　 SGore 　to　D．f．

0．4028：17，8

1菖駅 AST 　SCQre 　to

soybean 　O．5005 ：14．3
lgERAST 　score 　to

milk 　O，ら103：15，2
．，8ERAST 　SC   e　to　D ．f．
o，4995： 14，2

‘

Eosinophile　Gounts
0．345ア：11．6
lgG4　antibody 　titor5　to

10．0Family　hlstQry　of
a 網ergic 　disease

o 賃9 蜘 t80 ．3009 ：田 ．1
Fomi ‡y　hl5t。ry 。佃 1。 rgic

di5e● 5eO ．艶95 ： 10』

Family　history　of　81br 日ic
diso85e 　 O

：．30911 宦O．0F
昌 m ｝ly　hi5tory　of 　ollorglG

di5eose 　O．2266：10．OF

己 mil
ソ

hiStory 　oσ 。 随Orglc

dise8 兜 0、3359：lO．O
l琶G4 ＆ntibody 　tltors 　to

0．3506：10．0 1匡G
．
4antib。dy 帆 or5

to　50ybean 　O．2807： 9．4Eo5inophire
　oounts

o．2750：8．9 18G4 　 antbody 帆 e・5　t。

eg匹 whit80 ．3248：9．7
EosinOphile　COunt5

lgG48ntibody 　titers 　toegg 　whit 駐 O、1985 ：8．8o ．2810 ：8．‘
099whjte 　O．2558；8．3 「gG48 爵tめ 6dy　 tlters　t 。　．
19G48nt めody 　titer5 bea 吶 o、2’38 ：8．2
to 　50yb 聞 ．n　O．2き51 ：ア．5 ，

εgG48ntlbody　titer5　toAtopic 　d馴 m ● titi5
mirk 　O．凹 62 ：4．9 0．1705 ：5．5
whe ●zin 区 0，凹23 ；4．8

Se 翼 0，、1398 ：4．0　　　　　「

齟 h Sox　O ．0650．：2，9
伽

Se 乂 0．0929；2、8

「

　　　　　唱
「
1

S8xO ，0691．2，2 「

0

scrimination

tio
1st　group
75．3％

2【dgroup
ア9．5％

3rd　9广oup
82．2％

4th　group
90，4％

5th　group
79．5％

F三9．2，Standardization　of　range 　ratio 　in　5　groups （Standard　leve1，IgE　201U／m1 ）．
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Relativerange
 retie

'

'lgERA5Tscoreto ' '

'

tt''

seybeanO.TU2:40.5

lgERASTsceretoO.f.
O,444S:2S.2, '

dgERASTsceretoegg

whitee,4157:246

tgERASTscoretoD.f.

O.44e5:22,8

20.0

'

.lgEDASTscoreto'
milkO.2942:IS.5

lgG4antibodytiters

toseybeen
.e.23S9.IIG.9.

5exe,2072:11.7

lgG4antbodytiters
teeggwhite
O.1860:13･,2
'

dgG4antibedytiters
tosoybean
O.2106:12,5
IgG4antibodytlters
teeggwhite

lgG4antibodytiters
egg.whiteO.IS42:I1.6

lgG4entibedytiters

O.leS3:11.6
'tosoybean

EesinepmilecountsSexO.t833:10.9 O.17gl':tl.3

to.oFemilyhistoryof
ellergicdisease

O.1764IIO.O

O.145S:10.3
Fam;lyhistoryof
atlergicciiseese

O.l411:10,O

Familyhistoryef

atlergicdisease

e.16e6:lo.o

Famiiyhistoryof
atlergicdiseese

O.1936:IO.a･

SexO.t6":10.3
Fem"yhistocyof
allergicdisease

o.lssg:lo,e

SexO.15'90:8.2
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1404 0歳 ア レ ル ギー
患児 の lgE・好 酸球 数 基 準値

　 全群 に 組 み 込 まれ た 同
一

ア イ テ ム は ，ア レ ル ギ …
家

族歴 で あ り，15個 の 判別適中率 は 90，4％ 〜75．3％の 範

囲 に 収 ま っ た ．

　次 に 目的変数 ： IgE　RIST 値101U／ml 似 下 ・lllU／
ml 以上 を設定 し，2条件 を満 た した 説明変数群 5群 に

お い て レ ン ジ 率 と カ テ ゴ リー
ス コ ア を 算出し，当教室

の 永田
’°）が報 告 した 方法に て レ ン ジ 率相 対比 を 求 め

た．すな わ ち ，説 明変数の 目的変数 に 対す る影響力の

強さ を表す レ ン ジ 率 を，説明変数13項 目ご とに 比較す

る た め に ，ア レ ル ギ ー
家族歴 の レ ソ ジ 率 を10．0と い う

基 準値 に 置き換え，各群別 に レ ン ジ率を比例配分 し て

レ ン ジ 率相 対 比 を 求 め る 作業を 行 っ た （Fig．1）．

　同様 な方法 に て，目的変数 ：IgE　RIST 値201U ！ml

以下 ・211U／ml 以上，601U／ml 以下
・611U／m1 以 L，

好酸球数値 100／mm3 以 ド・101／mm3 以 上 1200／mm3 以

下 ・20　1fm 　m3 　）／上 ，400／mm3 以下 ・401／mm3 以．ヒ，計

5組 に お け る 各説明変数 5 群 の レ とジ率 と カ テ ゴ リ
ー

ス コ ア を算出 し，
レ ン ジ率相対比 を次 め る作業を行 っ ．

た　（Fig．2〜6）．ヒ

　2．IgE　RIST 値 ， 好酸球数値各 3群 に 対す る レ ン ジ

率相対比，カ テ ゴ リ
ー

ス コ ア の 検討

　1） IgE　RIST 値 3 群 ｝・対す る レ ン 捧 橄 批 ．カ テ

ゴ リ
ー

ス コ ア の 検討

　
IgE

　
RIST 値 3 群 に 対 す る レ ソ ジ 率相対比順 を検討

す る E ，IgE　RIST 値が 101U／ml 以 ドと 111U／rml 以上
の 分岐に 強い 影響力 を 有す る ア イ テ ム の 順位 は ，卵白
RAST 値，大豆 RAST 値，好酸球数値 の 順 で あ っ た

201U／m1 以 下 と211U ／m1 以 上 の 分 岐 に 対 す る 順 位は

卵 白 RAST 値・D ・£ RAST 値 1 牛乳 RAST 値，601U／
ml 以 下 と611U／ml 以 ヒの 分岐 に て は

， 大豆 RAST
値，卵 白 RAST 値，　D ．f．　RAST 値 の 順 に 強い 影 響力を

有 し て い た （Table　2）．

　また ， 3組 5群 に お け る カ テ ゴ リース コ ア を各 ア イ

テ ム 別 に み る と，重複す る ア イ テ ム の カ テ ゴ リ
ー

ス コ

ァ の プ ラ ス ：各 々 101U／m 】以下，201U ／m1 以下，　601Uf’

ml 以下 の 群 に影響を与え る 群 と， マ イ ナ ス ：各 々 11
1U／m1 ．以 上 ，21！U／ml 　L’A上 ，611U／ml 以上 の 群 に影響

を与黒る群 の 指向性 は 同一
で あ り差 は 認め られ な か っ

た　（Table．3）．

　レ ソ ジ率相対比 を各 ア イ テ ム 別 に み る と・，好酸球 数

値や 喘鳴の 有無 に つ い て は ，IgE　RIST 値 101U／ml 以

下 とlllU／ml 以 上 の 分別 時 に 最 も強 い 影響 力 を 有 し

臨
1
譜：tl。

　　1図ERAST 　scOre 　t。9 。ybean

⊥　　0．5350；19．2

IgERAST 　SCO 广e 　to　eg9

white 　O，3ア55 ：1宦．9

10．0Famlly　history 。f　allerglc
disea5e 　O．2785： 10，0Famlly

　history　of 　allergic

dl5ease 　O．4093 ： 10．DFamlly
　history　o｛ al｝erglc

disease　O、3ア91．10．0Family
　history　of 　allerglC

dlsease  ．3i74；田 ．0FamL
「y　h 霍5tory 　 of　aller 昌lc

disease 　O　3114．100

IgERAST 　soore 　to 　D、f、
lgERIST 　O、3463 ：9．1

lgERAST 　sco 厂e　to　milk
O ヨ028 ．9．7

0239018 ．6 IgERIS γ 0．3336 ：8．2 lgERAST　sc 。 re 　to　D，f．
0，2666 ： B．4

Se 瓦 0，1578：5．1

AtoplG 　 dermatitis

lgG4 　 antibody 　tlterso
．田39 ；4，9 Se 再 0．匡373：4．3

Sex 　O．1478：4．7

tO 　milk 　O　1699 ：4．2

lgG4 己 ntibody 　tit已r5
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O、038ア ：0．9
whebzlng 　O．0372：0，9

　　　　　　　　、
lgG4 　antibody 　tlters 加

soybean 　O，0277：0、7

lgG4 　 antlb 。dy 　titers　to
egg 　white 　O．0759 ：2．419G4 　a 門tlb。 dy 　titers　t。　eg
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　 antl 剛 y　tlt 已 rs 0．0499 ： 1．61

0 soybean 　O．0257；0，6to 　egg 　white 　O．0213 ： 016
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Table 2Comparison

            "neeest

'ef
 relative  range  ratio  ranking  listin 3 groups(IgE  RIST)

1405

StandardleveHgE10IUfrnlgroup StanclardlevelIgE20IUfmlgroup StandardlevelIgE60IUfmlgroup
"11IgERASTscoretoeggwhite(19,1)IgERASTscoretoeggwhite(26.5)rgERASTscoretoseybean(40.5)

2IgERASTscoretosuybean(15.1> IgERASTscoretDD.f.(16.0)' IgERASTscoretoeggwhite(24.6).

3Eosinophilecounts(12.8)･ IgERASTscoretomilk(15.2) IgERASTscoretoD.i.(24,O)

4IgERASTsceretoD.f.(11.3) IgERASTscoretosoybean(14,3) IgERASTscoretomilk(18,5)

5Familyhistory'ofallergicdisease(10,O)Familyh;storyofallergicdisease(10.0)IgG,antibodytiterstosoybean(13.6)

6lgERASTsceretornilk(8.7) Eosinophilecounts(9,6)
lIgG4antibodytiterstoeggwhite(le.9)･

7IgG,antibcrdytiterstosoybean'(7.4)IgG.antibodytiterstoeggwhite(9.2)Sex(10.3)

8IVheezing(4-.2) IgG4antibodytiterstosoybean(8.4)Familyhistoryofallergicdisease(10.0)

9IgG4antibodytiterstoeggwhite(3.6)AtopicdermatitisC5.5) Eesinophilecounts(6.8)

leAtopicdermatitlsC2.2) IgG4antibodytiterstomilk(4.9) Atopicdermatitis(1.5)

HSex'(2.1) Wheezing(4.8) IgG4antibodytiterstomilk(O.8)

12IgG,antibodytiterstomilk(1.8) Sex,(3,O) Wheezing(O.5)

tl.fl}t.il.1t{/t.'

l
ii'
l

Fig.

Relativer40

2e,

        Stendard ievel Standard aevei Standard Eevel ･

        lgEiO IU!int geoup lgE20 1U"  group  lgE6e lUAnt group

7. Relative range  ratio  of allergic  factors in 3groups  (high level group).
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Table 3Categorylist

Standiard]evel:IgE10IUImagreup

lstgroup2ndgroupi/3rd'group4thgroup5thgroup

1Sex' i
Male -O.ooi6 I-e.ose2-Ci.G230-e.oee1

Female O.O023 O.0533e.0338O,0561

2.Wheezing(+)
-O.e592

(-> O.0834 F

3.Atopicdermatitis
1

S;1tt. -O.e219 i:
tlLmv

o.o6e3
'

4.Farni}yhisteryofallergicdisease

Maternalside -O.1067-e.0772-O,on33:-O,0802-O.0817

Paternalside e.o4o2e.0365O.O125::O.0249O.OllO

Bothside -O.ea35-O.0504-O.0572i-o,e4e7-O,0511

None O.2607O.2619!O,281'i
'

jO,l863O,2623

S.Eosinophllecounts l
'

UnderleeJ'mmS Io.2si6O.2630
O,Z198

1e1-2DOfmni' e.1544O.]552 O,1691
2ol--3oefmmi e.olleO.0396i1 o,osge
se1-'4001rnrtii O.1016o.lese' O.ll33
Oyer401!mmi -O.2228-O.2295 -O.2079

6.IgERASTscoretoeggyt'hite i
Undera,34PRL!/ml E O.2079
e,ss--O.69PRUfml O.0336
OveFO.70PRUIml -O.3010

7,IgERASTscoretomilk

UnderO.enPRU/m] G.os27
O.35-O.69PRU/'ml

i
-e.265e

OverO.70PRUIml' I -O.2319

S.IgERASTscoretosoybean t

U'nderO,34PRLT!ml O.0497
e,ss-o.fi9PRUIml -O.ee73

OverO.70PRU/'m] -O.5041

9,IgERASTscofeteD,f.

Undere.scPRUfml O.051B e.0298
O,35-O.69PRUIml -O.3529 -O.2726

OverO.80PRU/ml -e.3547 -O.1803

10,IgCi,antibedytitersteeggwhite

Under25Ufm] e.O139O.Oi08e.oos2e.e124
OveT26U!mt -e.14sc-O.1157-e.oss4-D.i3ss

11,IgG,antibodytiterstomilk

Under25U!m] O.OI32
Over26U/mi I-O,pa89

12.IgG,antibodytiterstesoybean :

UnderO.3Ulml D.D274e.0269 O.02se
OverO.4Ulrn] -O.2584-O.e539 -O.2173
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1408 0歳 ア レ ル ギー
患児の lgE・好酸球数基準 値

■

20．

10．

　titers

1

t

■

　 　 　 　 　 Standacd　level　　　　 Sta 冖tiard　level　　　　 Standard　leveI
　 　　 　　 fgE　IOfU／mt 　group　　　 tgE201Ufmt　group　　　lgE601U酒  grouρ

Fig．8．　Relative　range 、ratio 　of 　allergic 　factors　in　3　groups （low　level　group ）．

て お り， 分岐点が高値 に なる に従 っ て 影響力は低下 し

て い く傾 向を示 し た．一方，卵白， 牛乳 大豆 ，D ．f．の

各 RAST 値 ， 卵白1 大豆 lgG4値 ， 性別 に関 し て は，分

岐点が高 くな る に つ れ て 影響 力 は 高 くな る傾向を 認

め ，特 に 大豆 RAST 値 に お い て は 顕著で あ っ た （Fig，
7，8）．

　2）好酸球数値 3群 に 対す る レ ン ジ率相対比 カ テ ゴ

リ
ー

ス コ ア の 検討

　好酸球数値 3 群に対する レ ン ジ 率 相対比 順を み る

と，好酸球数値が 100／mm3 以下 と101／Mm3 以上 の 分岐

に強 い 影響 を与 え る ア イ デ ム 順位は ，
』

ア レ ル ギ
ー

家族

歴 ，卵白 RAST 値 ， 大豆 RAST 値の 順 で あ り， 200／
mm3 以下 と201／mmS 以上 の 分岐 に対する順位は ，　 D．f．
RAST 値 ， 卵白 RAST 値 ， 大豆 RAST 値，400／mm3

以下 と， 401／mm3 以上 の 分岐 に て は
， 大豆 RAST 値，

卵白 RAST 値 ，
ア レ ィ

レ ギ ー家族歴 の 順 に 強 い 影響 力 を

有 し て い た （Table　4）．

　また
， 3組 5 群 に お け る カ テ ゴ リ

ー
ス コ ア を 各 ア イ

テ ム 別 に み る と， 重複す る ア イ テ ム の カ テ ゴ リ
ー

ス コ

ア の プ ラ ス ：各 々　100／Mm3 以下，200／Mm3 以下 ，
400／

mm3 以下 の 群に 影響を与え る 群 と，
マ イ ナ ス ：各 々

101／mm3 以上 ， 20ユ／mm3 以上 ，401／mms 以上 の 群に 影

響力 を与 え る 群 の指向性は 同
一

で あ り，差 は認め られ

な か っ た （Table　5）．

　 レ ン ジ 率相対比 を各ア イ テ ム 別に 検討す る と，卵白，

大豆 IgG、値 に つ い て は
， 好酸球数値 100／mm3 以下 と

101／mm3 以上 の 分別 時に 最 も強 い 影響力 を有 し て お

り， 分岐点が高値 に な る に 従 っ て影響力は 低 下 した．
一

方，卵 白 ， 牛乳・大豆 の 各 RAST 値，　 IgE　RIST 値，

牛乳 IgG4値，性別 に 関 して は
， 分岐点が高値に な る に

つ れ て影響度が高 くな り，IgE　RIST 値 の 場合 と同様

に ， 大豆 RAST 値 に お い て顕著で あ っ た．また ，
　 D．f．

RAST 値 ， ア ト ピ ー
性皮膚炎 の有無，喘鳴 の 有無 の 3

ア イ テ ム は
， 200／mm3 以下 と201／mm3 以上 の 分岐 に 最

も強い 影 響力を有 し て い た （Fig．9，10）．

　3）IgE　RIST 値 と好酸球数値 に 対す る レ ン ジ 率相

対比順 の 比較

　IgE　RIST 値 に 対す る レ ン ジ 率相対比順をみ る と ，

1

1

‘
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Table  4 Cornparison of  relative  range  ratio  ranking  list in･3 groups(Eosinophile  counts)

1409

StandardlevelE.C,1001mm'group StandardlevelE,C,200!mm'group StandardlevelE.C.40efmmSgreup

Family･hi$toryefallergicdisease(10.0)1IgERASTscoretoD.f.C13.6) lgERASTscoretosoybeanC19.2)

IgERASTscoretoeggwhiteC9,2) IgERASTscoreteeggwhite(11.6)IgERASTscoretoeggwhite(11,9)

IgERASTscoretoseybeanC6.9) IgERASTscoretosoybean(le,1) Famllyhistoryofallergicdisease(IO.O)
/lIgERASTscoretoD.f.(5,9)' Familyhistoryofallergicdisease(10.0)IgERASTscoretomilk(9.7)

IgERASTscoretemilk(5.4) Atopiedermatitis(6.6)' IgERIST(8.7)

IgERIST(4.5) IgERASTscoretomilk(6.3) IgERASTscoretoD.f.(8.5)

IgG4antibodytiterstoeggwhite(3.9)IgERIST(4.3) .AtopicderrnatitisC4,9)

gAtopicdermatitisC3.8).IgG,antibodytiterstomilk(3.9) SexC4.9)

9IgG,antibodytiterstosoybean(1,7)va'heezing(3-1) IgCi4antiboclytiterstomilk(4.2)

10Sex(1.6) IgG4antibodytiterstosoybeanCl.4)IgGAantibodytiterstoeggwhite(1,4)

11IgGgantibodytiterstomilk(O.5) IgG,antibodytiterstoeggwhite(O.9)Igt}"ant{bodytiterstesoybean(!.O)

12'Wheezing(O.2) Sex(O.4) Wheezing(O.9)

E.C. ; Eosinephile counts.

 Reletive

 range  ratlo
20.0

Fig.

10,O

       Stendard level Standard tevel Standerd level

       E,C.100 mm'  group E.C･200 mm3  greup E,C.400 su"3  group

9. Relative range  ratio  of  allergic  factors in 3 groups  (high level group).
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Table 5CategonTlist

Standardlevel;EosinophileceuntsleO!mmigroup

lstgrotip2ndgroup3rdgroup
:

4thgroup:･'5thgroup

1.Sex l
Maie -C,0271 :

-O.0231i-e,g214

Female O,03oo o.e34iIiO.0316

2.;1'heezing l
･(+) -O.O047 i:
(-.l/ O.O066 i

3,Atopicdermatitis

(+L, t
-O.0442

(-)
'

O,1220

4.Familyhistoryofallergicdisease

tsIaterfialside -e.D322-e.o21fi-O.O176-o.e3es･-o.e#47

Paternalside o.ezz6e.o47fiO.O059O.0492O,e575

Bothside -O.1200-e,1819-O.1442-e.neo-O.1480

None e.2314O.2454O,29I6O.2285O,2474

5,IgERIST i
UnderIOIUfm] i e.l21eO.1113
11-L)OIU/ml lr -e.O136-O.0371

21--6aIU/ml i -O.0813-e.os33

Over61IU!ml -e.0739-e.o7os

6,IgERASTsceretoeggwhite ;
UnderO.MPRU'!ml r g.0811
G,35-O.69PRU,;rnl -O.23S3

OverO,7ePRUIml -O.1os5

7,IgERASTscoretomilk
Undere.scPRUfml O,0378
a.35-O.69PRUIm] -o.oa7s

OverO.70PRU!ml -O.2284

S.IgERASTscoretoseybean
UnderO.34PRUImi O.0276

e.35-O,69PRU!m] -D.3642

OverO.7ePRUIm] -O.27ss

9.IgERASTscoretoD.f.
Undere.34PRUfml O.O095 o.Deos
O.35--O,69PRUIml -O.1831 -e.2os7

OyeTD.7aPRUIml -O.12ss -e.1oge

10,IgG,antibody'titeFstoeggwhite

Under25U!ml e.O132O.O149O.O128O.O124

ever26Ulml -O.1424-e.1oo3-O.1377-O.1ss6

11.IgG,antibodytiterstomilk

Under25Ulml O.{X)44
Over26Ulml -o.eloo

12.IgG,antibodytiterstesoybean

UnderO.3U!ml O.O048O.O036 O.el14
OverO.4U!ml -O.04ss-O.0337 -O.1079
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’

group
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1412 0 歳 ア レ ル ギ ー
患児 の IgE ・好酸球数基準値

Redetト＞ etange

厂atio

5．0

Standard　level　　　　 Standard　level
E ．C」00／ 

3
　group　　　　E．C．2eo／mrnS　greUP

e「s

Standard　level
E．C、400〆mm3 　group

o

E．C ．：Eo ＄inophile　counts

　F｛9．10．

grOUPS）．

Relative　 range 　ratio　 of　allergic 　 factors　 in　 3　 groups （low　 leve1

分岐に対 し 3 群 と もに 強い 影響力を 有 して い た の は，

卵白， 大豆 RAST 値で あ り， 分岐点が低値の場合は 好

酸球 数値 ， 高 くな る に 従 っ て D ．f．　RAST 値 が 2 ア イ テ

ム に 加わ るとい うパ タ
ー

ン を示 した，
一

方，好酸球数

値 に 対 す る レ
γ ジ 率 相対 比 順 を み る と， 卵 白 ， 大豆

RAST 値，ア レ ル ギ ー家族歴 の 3 ア イ テ ム が，分岐点

の 高低 に は無関係te，分岐 に 際 し て 強 い 影響力 を有 し

て い た．

考 　案

　 0 歳児や 乳児期 に お け る IgE　RIST 値に 関す る 報

告
1）”8｝は 多 く， 101U／m1 以下 を正常値 とす る Lindberg

ら
6，
の 見解 ，

2GIU／m1 以下 を支持す る Kjellman ら
2，

，

向山ら
4）

の 報告がある．ま た，乳児を追跡調査 し，ア ト

ピ ー性疾患 の 発症を観察 し た後，Orgel ら
1）は 201U／ml

を，Harnburger ’°）は 6 IU／m1 を乳児 の ア ト ピ ー発症境

界値 と し て い る．

　
一方，森川

11 ）は こ れ ら の 報告 と は逆 の 視点よ り 0歳

児の lgE　RIST 値 を検討 して い る．すなわち， 0 歳笛

声喘鳴児 の 集団 に お い て
，
IgE　RIST 値を101U／ml を

分岐 とす る 2、群 に 分別す る と， 2群 ともきれ い な正規

分布を 示 す事実を認め ，高 lgE 群 と低 lgE群 の 2群 の

存在を想定する意義を問 い か け て い る，そ こ で我 々 は ，

森川の 指摘 し た 101U／ml を分岐 とす る 2 群 の 意義を

求め る と同時に，201U／ml を分岐 とする 2群，601U／ml

を分岐 とす る 2 群 ， 各群 に て 分別す る意義が あ る か ど

うか を多変量解析法 を用 い て 検討 した わけ で あ る，

　我 々 の 求 め た ，IgE　RIST 値 に 関す る レ ソ ジ率相 苅

比順位 を み る と，分岐点を101U／ml と設定 し た 2群の

分別 に 対 し 強 い 影響力 を有す る因子 は
， 分岐 点が20

1U／m1 ，601U／ml の 際 と 同様，卵白，大豆，　D ．f．　RAST

値 の 3因子 が高位を占め て い た が，一方，101U／ml に

N 工工
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の み 強 い 影響力を有して い る因子 と し て・ア レ ル ギ ー

家族歴 や 好酸球数値が認め られ た．患児 の IgE　RIST

値と ア レ ル ギ ー
家族歴・つ ま り遣伝と の 関係 に つ い て

は ，
諸家

121r ：4 ）hl言及 し て い る が、0歳 ア レ ル ギ ー児に

っ い て は ，101U／ml の 分岐に 際 して ，よ り強 い 意味を

持っ と考え られ た ．また 、ア レ ル ギ ＿
家族歴 の ヵ テ ゴ

リ
ース コ ア よ り導 き出 された 事実 は，片親 よ り両親 に

ア レ ル ギ ー
歴 が あ る 場合 が，よ り強 い 影響力 を 患児 に

与える と い うKjellmani5］の報告，ある い は 父親 と毋 親

の 影響 力の 差は な い とする 竹内
ISt

の 意見 と は 相違 し

て
，
佐 々 木

IT）igl，　 Mjchelら L9｝と同様，母親，母方 に ア

レ
・ル ギ ー歴 が ある とい う事実 が 患児 に 影響を強 く与 え

て い る とい う結果 で あ っ た．

　ま た好 酸球 数値 に つ い て は ，我 々 の 解析 で は lgE

RIST値 101U〆ml の 分岐に の み 強 い 影響力を有 して い

た．し か し，好酸球数値 と血 清 IgE値と は ある程度平

行する 傾 向があ る もの の ，必ず しも相関す るとば 限 ら

ない とす る報告
！O）

　iL あ る．我 々 の 成績 は
，

こ の 問題 をさ

らに 検討す る契機 とな る か もし れな い ．

　 3点 の 分岐に 共通 し て 強い 影響力を有 し て い た D．f．

RAST 値に 関 し て は，　 IgE　RIST 値 との 関係が深い と

する，Miyamtoto ら
2u

，
　 Shibasakiら12レの見解を支持

する結果 と な っ た ．また
， 上村 ら

23｝
は ，D ．p．　RAST 値

とIgE　 RIST 値 に お け る sensitivity と specificity を

検討し 77％ と し て い る が，我 々 の 成績で は，D．f、　RAST

殖 と lgE　 RIST 値 は ほ ぼ 同 様 な sensitivity と

specificity を示す こ とがわ か っ tc．　 D ．f．　RAST 値 と同

様な傾向を認め た 卵白 RAST 値に 関 し て も，生後 7
〜12ヵ 月頃 に ピ

ー
ク を示 す事実

！4）Z｝f踏 まえ る と．妥 当

な結果 と考えられ る．

　601U／rn1 の 分岐 に お け る 大豆 RAST 値の 影響力は

一
番強大 で あ っ た，こ れ は，Zimmerman ら

25 ｝
の highly

atopic 　chi】drenほ ど豆類 の RAST 値 陽疊率 が 高 くな

る とい う報 告 と類似 の 結果 と考 えられた．また ア ト

ピー
性皮膚炎 の 有無 に 関 して は ，201U！ml の 分妓 に 強

い影響を与えて い た が
，

こ れ は Orge1 ら
i＞，　 Kte｝lman

ら
Z ［，向山 ら

4）が報告 した，乳児期 の IgE基準値 が2 IU〆
ml で あ る とい う事実の充分条 件 に あ た る とも考 えら

れ る．

　   歳 ア レ ル ギ ー児の 好酸球数値 に つ い て の 報告は み

あた らな い ．しか し， 1型反応
：e）

や 乳 児 ア レ ル ギ ー
湿

疹2 ’）
との 関連性 は 以前 よ り指摘 され て い る．大谷 ら

2el

は，乳幼児期の 喘鳴児が高率に 気管支喘息に な り うる

好酸球 数の 麌界値 は 500／mm3 と報告 し て い る．今回

我 々 が 検討した 0歳 ア レ ル ギー児の ア ト ピ ー疾患発症

に お け る好酸球 数境 界値 は 200／mm3 が妥当と思わ れ

た ．

　好酸球数値を分別す る ア レ ル ギ ー諸因子 の 影響力頗

位を 至gE　RIST 値 の 場合 と比較する と，卵白，大豆 ，

D ．f．の RAST 値 が高位を 示 し，　 IgE　RIST 値 の 場合 と

ほ ぼ同様な結果 と考え ら れ た が，相違点は 飛 び抜け て

強 大 な 影響力 を 有 す る 因 子 が な か っ た こ と ， 3点 の 分

別 に 影響を与 え る 因子問 に 差異 が 余 りな か っ た こ と，

ア レ ル ギ ー
家族歴 は 分岐点 が 高値 とな っ て も影響力 を

保持 し て い た こ と があげ られ る．

　最後 に ，本論文 の 目的 で あ る， O 歳 ア レ ル ギ ー患児

に お け る 工gE 　RIST，好酸球数基準値 の 意味 に つ い て

考察を進め る こ とに す る．まず ，
IgE　RIST 値 に つ い て

は ，基 準値 が 高 くなる に つ れ て D ．f．や食物 RAST 値

が
， 基準値 に よ る 分別 に 対す る 影響 を 高 め た が

，

一方 ，

好酸球 数値の 基準値に お け る分別に対する影響力は 低

下 し た，ア レ ル ギ ー家族歴 に つ い て も同様 に ，他の 因

子 の レ ソ ジ 率相報比 そ の もの をみ る と，相対的で は あ

る が，好酸球数値 と同様 に 影響力 は 低下 して い くと考

え られ た．つ ま り，101U／m1 とい う基準値を変曲点 と

して ， 2 つ の 流れ が ク ロ ス して い ると考 え られ る．

　佐 々 木
ii ｝It母親 の ア レ ル ギ ー歴を重要視し て い る こ

と，同教室の 原 ら
29 ，は 好酸球数値を喘息重症化因子願

位 に て ，EJ．A の 有無 に つ い で 第 2位 の ラ ソ ク と報 告

して い る こ とを考え併せ ると．好酸球数や ア レ ル ギ ー

家族歴 が基準値 に て分別する際に影響力が最も強い le

IUlml 以下 、 以上 の 分岐 点 は 特別 な意味を持 っ て い る

こ とが 推定 され る．つ ま り． 0 歳 ア レ ル ギ ー
患児 に お

い て ，IgE　RIST 値が 10IU／ml 以上 で あ る の か 以下 で

ある の か は，患児 の 予後や ア レ ル ギ
ー

合併症 出現に 対

し て 強 い 影響を与え る基準値 と な る 可 能性 が あ る こ と

に な ろ う．こ の 結論 は 森川
助 が笛声瑞鳴児 に 対す る，同

種 の 確率論 か らの ア ブ ロ
ー

チ に よ っ て ，同様 に 0歳 児

に お け る 101U／m1 の 意義を 強調 し た こ と と
一

致 した ，

　一方 ， 好酸球数値 に つ い て は
， 基準値が高 くな っ て

も ア レ ル ギ ー
諸因子 の 影 響力順位の 差 は ほ とん ど認 め

られず， 0歳 ア レ ル ギ ー患児の 状態を決定的 に 二 分す

る変曲点は 認め られ なか っ た．

　好酸球 の 増殖 に IL・5が 関与 し て い る と い う報告
so｝

な どを考えると，今後 IL・5な どを key と して ，0歳 ア

レ ル ギ ー患児の 好酸球数値 の 意義の 再検討が必要 と な

ろ う．
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THE 　STANDARD 　LEVEL 　OF 　 IgE　RIST　AND 　 EOSINOPHIL 　COUNTS ｛N　O−YEAR

　　　　　 OLD　ALLERGIC 　CH ！LDREN 　ACCORDING 　TO　MULTIPLE
　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 FACTOR 　ANALYSIS 　TYPE 　H

　　　　　　　　　Sailin　Kato

Secend　l）ゆσγ勧 θ雇 げ躍 舷’7ゴ‘ε，乃 力o ｛fniversity

　　We　specified 　three　standard 　ieveis　of 　lgE　RIST　（10，20，601U／ml ＞　for　the　ninety −lour（94）anergic 　clients　of

O・year　infants，　who 　classifiOd　with 　three　groups．　Each　group　was 　furthermore　divided　in　two 　groups　such 　as　a

group　under 　the　standard 　level　and 　a　group　exceedirig 　the　ievel　respectively ，

　　Next，using 　the　Multiple　Factor　Ana｝ysisType　ll，we 　examined 　quantatlve　analysis 　that　each 　of　th　ree　classif孟ed

gτoups 　was 　inf｝uenced 　on　l2　allergic ξactors 　o｛sex ，existence 　and 　inesisしence 　of　wheezlng 　and 　atopic 　dermatitis，

family　history　o 歪allergic　diseases，eosinophil 　counts ．　IgE　RAST 　sQores 　and 　andbody 　titers　against ¢gg　white ，　mi 】k

and 　sGybean ，IgE　RAST 　scores 　to　Dermat｛）phagoides／itrinae，　while 　the　we 　discussed　how　the　standard 　levels　were

adequately 　reacted 　to　the　analysis ，

　　Asaresttlts，strong 　ailergic　factors　which 　infLuenced　the　three　groups　commoniy 　were 　two　factors　ef　igE　RAST
scores 　to　egg 　white 　and 　D，f，正n　particular，　the　factor　wh ｛ch　influenced　the　group　of　101U ／ml 　standard 　level　was

eosinop ｝監il　c帆 mts 　and　family　history　of　allergic　diseases．　Furthermore ，　the　strong 　factors　which 　influenced　the

groupclassif重ed　on 　6G　IU／ml 　sta Ωdard　outstandlngly 　appeared 　in　IgE　RAST 　scores 　to　soybean ，however，　we 　did　not

find　any 　difference　between　three　groups．

　　On　the　o ヒher　hand，　when 　we 　specifLed 　the　standard 　level　at　100／mm3 ，200／mm3 ，400ノ皿 m3 　in　regard 　to　the

eosinophil 　counts 　under 　the　sar饕e　method 　and 　examined 　resuits ，　we 壬ound 　strong 　allergic　factors　which 　in歪置uenced
family　h壼story 　of　aUergic 　diseases，　IgE　RAST 　scores　to　egg 　white 　and 　seybean ，　However，　the　study 　scar  ly

re£ ognize 　any 　difference　between　the　three　groups．
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